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●手動測定（トリガー測定）
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下表は主な物体の放射率の目安です。
放射率は、物体の材質、表面状態、温度などによって異なるため、下表はあ
くまで目安としてご使用ください。

放射率表

物体 放射率
（ε） 物体 放射率

（ε） 物体 放射率
（ε） 物体 放射率

（ε）

鉄 0.85 セラミック 0.80 紙 0.92 肉・魚 0.98

鋳鉄 0.85 タイル 0.80 布 0.75 野菜 0.98

アルミ 0.30 アスベスト 0.90 プラスチック 0.95 パン･菓子 0.98

銅 0.80 アスファルト 0.85 ゴム 0.95 穀類 0.98

真鍮 0.60 コンクリート 0.95 カーボン 0.98 油 0.98

ニクロム 0.60 土 0.95 皮膚 0.97

ガラス 0.85 木材 0.98 水 0.98

金属は酸化したものです。

●放射率が不明な場合
　放射率が不明な対象物を測定する場合、次の測定方法を推奨します。

　〇放射率がわかっている塗料を塗って測定する方法
　　 塗料を塗ることができる測定対象の場合は、以下の塗料を塗ることで測
定が可能です。

　　・商品名　：ニッペホームペイント「耐熱用スプレー」
　　　放射率　：200℃において0.97～0.98
　　　耐熱温度：600℃
　　・商品名　：アサヒペン「耐熱塗料　黒艶消し」
　　　放射率　：200℃において0.96～0.98
　　　耐熱温度：600℃
　　これら商品は、お近くのホームセンターなどで入手可能です。

MAX表示（最高値）

測定トリガーを引いているとき、またはオート測定中の最高温度を表示します。
機能表示部に と表示するまでMODEキーを押してください。表示部
（小）に温度の最高値を表示します。

MIN表示（最低値）

測定トリガーを引いているとき、またはオート測定中の最低温度を表示します。
機能表示部に と表示するまでMODEキーを押してください。表示部
（小）に温度の最低値を表示します。

dIF表示（最高値と最低値の差）

測定トリガーを引いているとき、またはオート測定中の最高値と最低値の温
度差を表示します。
機能表示部に と表示するまでMODEキーを押してください。表示部
（小）に最高値と最低値の温度差を表示します。

AVG表示（平均値）

測定トリガーを引いているとき、またはオート測定中の平均値を表示します。
機能表示部に と表示するまでMODEキーを押してください。表示部
（小）に平均値を表示します。

HAL設定（上限警報設定）

上限警報値を設定します。上限警報動作条件［測定値＞上限警報値 ]を満た
すと上限アラームマーク の点滅とブザー音でお知らせします。
※ オート測定中は各操作キーの反応が遅くなります。上限警報値を変更した
い場合は、一度オート測定を解除することをお勧めします。
※初期値：1550℃　　設定範囲：−60～1550℃
　　　
●設定方法
　➀ 機能表示部に と表示するまでMODEキーを押してください。表示

部（小）に上限警報値を表示します。
　➁  LOCK▲キーまたはLASER▼キーを押してください。上限警報値が設

定されます。
　　※ 上限警報値の設定を下限警報値以下に変更した場合、下限警報値は自

動的に上限警報値と同じ設定値に更新されます。

LAL設定（下限警報設定）

下限警報値を設定します。下限警報動作条件［測定値＜下限警報値 ]を満た
すと下限アラームマーク の点滅とブザー音でお知らせします。
※ オート測定中は各操作キーの反応が遅くなります。下限警報値を変更した
い場合は、一度オート測定を解除することをお勧めします。
※初期値：−60℃　　設定範囲：−60～1550℃

●設定方法
　➀ 機能表示部に と表示するまでMODEキーを押してください。表示

部（小）に下限警報値を表示します。
　➁  LOCK▲キーまたはLASER▼キーを押してください。下限警報値が設

定されます。
　　※ 下限警報値の設定を上限警報値以上に変更した場合、上限警報値は自

動的に下限警報値と同じ設定値に更新されます。

測定上の注意

●ガラス越しの測定
　 本器の測定波長域の赤外線エネルギーはガラスを透過しません。このため、
ガラス越しの測定はできません。ガラスの表面温度を測定します。
●水蒸気、ほこり、煙などの多い環境
　 水蒸気、ほこり、煙などは赤外線エネルギーを吸収するため、正しい測定
ができません。
●周囲温度の変化
　 本器を急に暖かい部屋に移動したり寒い場所に移動した場合など、周囲温
度が急激に変化した場合、結露したり測定精度に影響をおよぼすことがあ
ります。周囲の温度に十分なじませた後にご使用ください。
●高温測定時
　 測定対象物が高温のときは、測定対象物に体が触れたり輻射熱によってや
けどをする場合があり危険です。危険のない測定距離を保ってご使用くだ
さい。

保　守

赤外線レンズにゴミやほこりが付着すると測定誤差の原因となります。
レンズ面が汚れた場合は、カメラ用ブロアなどでゴミやほこりを吹き飛ばし
てください。汚れが取り除けない場合は、レンズクリーニング液をつけた綿
棒でやさしく拭き取ってください。
注意： 赤外線レンズを絶対に水や洗剤で洗わないでください。赤外線レンズ

の性能が低下し、正しい測定ができなくなります。また、レーザマー
カの誤射を防ぐため、電池を外してクリーニングしてください。

エラーメッセージ

メッセージ 原　因 対　処

Hi
測定値が測定範囲の上限
を超えた。

測定範囲内でご使用ください。

Lo
測定値が測定範囲の下限
を下回った。

Er2
周囲温度が急激に変化し
た。（屋外から室内に移動
したときなど）

本器を周囲温度に十分になじ
ませてください。

Er3
本器が使用環境条件（温
度）を超えた。

本器を使用環境条件（温度）
の範囲内でご使用ください。

ErX
※X：4～9

内部処理の異常（システ
ムエラーや誤動作）

電池を抜いてしばらく放置し
たあと再度電池をセットして
電源を入れてください。

※ 上記の対処をしても改善しない場合はお買い上げ店または弊社にご相談く
ださい。

トラブルシューティング

不具合症状 予想される原因 対　処
電源が入らない（測 
定できない）

電池残量が不足していま
す。

新しい電池と交換してく
ださい。
P.1「電池のセット」をご
参照ください。

レーザマーカが照
射されない

レーザマーカの設定が
OFFになっている。

レーザマーカの設定を
ONにしてください。
P.3「レーザマーカ」を
ご参照ください。

異常な測定値を表
示する

測定領域が測定対象に対
してあっていない。

測定距離と測定領域の関
係を確認してください。
P.2「測定領域について」
をご参照ください。

測定対象物の温度が変化
している。

温度が安定している測定
対象物を測定して指示値
を確認してください。

レンズにゴミやほこりが
付着している。

レンズを清掃してくださ
い。
P.5「保守」をご参照く
ださい。

本器の周囲温度が急激に
変化した。

本器を周囲温度に十分な
じませてご使用くださ
い。

放射率の設定が異なる。 正しい放射率を設定して
ください。
P.3「放射率設定」をご
参照ください。

※ 上記の対処をしても改善しない場合はお買い上げ店または弊社にご相談く
ださい。

インターネットホームページ

弊社製品の最新情報は、インターネットホームページでご覧いただけます。
https://www.sksato.co.jp

仕　様

製品名 赤外線放射温度計
型式 SK-8350

製品番号 8268-50

測定範囲 −60.0～1550℃
分解能 0.1℃（−60.0～999.9℃）、1℃（その他）

測定精度
±2℃または±2%readingの大きい方：0℃以上
±（2℃＋5%reading）：0℃未満
※条件　測定環境23℃±3℃、放射率0.95のとき

温度係数
0.2℃ /℃
※条件　測定環境23℃±3℃以外のとき

応答時間 約1秒（90％応答）
放射率設定範囲 0.10～1.00（0.01ステップ）
距離係数 D：S＝約35：1（D：測定距離、S：測定領域直径）
光学系 Siレンズ
検出素子 サーモパイル
測定波長 8～14μm

レーザマーカ

赤色サークルレーザ（クラス2レーザ製品）
　波長：650nm
　出力：1mW以下
消費生活用製品安全法 携帯用レーザ応用装置に適合
（PSCマーク付）

使用環境条件 0℃～50℃　85％ rh以下（結露なきこと）
保管環境条件 −10℃～50℃（結露なきこと）
電源 単4形電池　2本　（DC3V）

電池寿命

約12時間（レーザON・バックライトON時）
約160時間（レーザOFF・バックライトOFF時）
※条件　連続測定、アルカリ電池使用、常温環境で使
用

材質 ABS、シリコン
寸法 約（W）48×（H）212×（D）154mm

質量 約350g（電池含む）

付属品

単4形アルカリ電池　2本（お試し用）
取扱説明書（本書）　1部
ネックストラップ　1本
ハードケース　1個

※仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあります。
※付属の電池はお試し用のため、電池寿命が規定より短い場合があります。
※本文中に使われている会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。

保証規定

1） 取扱説明書の注意に従った正常な使用状態で故障した場合、お買い上げ
後1年間、無償で修理または交換させていただきます。

 その他の責はご容赦願います。
2） 修理の必要が生じた場合は製品に本証を添えて、お買い上げ店または弊
社にご持参またはご送付ください。

3） 保証期間内でも次の場合は有償修理となります。
　　イ．誤用・乱用および取扱不注意による故障
　　ロ．火災・地震・水害等の災害による故障
　　ハ．不当な修理や改造および異常電圧に起因する故障
　　ニ．使用中に生じた傷等の外観上の変化
　　ホ．消耗品および付属品の交換
　　ヘ． 本証の提示がない場合および必要事項（お買い上げ日、販売店名等）

の記入がない場合
4） 本証は日本国内でのみ有効です。また本証は再発行いたしません。大切
に保管してください。

品 質 保 証 書

製品名　赤外線放射温度計　　型式　SK-8350

※お客様名

※ご住所

　　　　　　　　　　　　※TEL

●以下につきましては、必ず販売店にて記入捺印をお願いいたします。

お願い　　本保証書はアフターサービスの際必要となります。お
手数でも※印箇所にご記入の上、本器の最終ご使用者
のお手元に保管してください

※当製品の保証書にご記入されたお客様の個人情報は、製品の修理・
交換の製品発送などに使用し、それ以外に使用したり、第三者に
提供することは一切ございません。

お買い上げ店名 ㊞

ご住所

　　　　　　　　　　　　　TEL

お買い上げ年月日  年　　月　　日

Y.10

レーザマーカ

測定領域の目安として、レーザマーカを照射することができます。
注意：レーザマーカを照射すると、電池寿命が短くなります。

➀ 測定トリガーを引いた状態でLASER▼キーを押し
てください。
　レーザマーカ設定ONとなり マークが点灯します。
　 レーザーマーカは測定トリガーを引いているときに照
射します。
　レーザーマーカ照射中は マークが点滅します。
　※ オート測定のとき、測定トリガーを引いているとき
のみレーザを照射します。

➁ レーザーマーカの照射をやめるときは、再度➀の操作をおこなってくださ
い。設定OFFになります。
※初期値：OFF
※電池交換後は設定OFFに戻ります。

●測定領域とレーザーマーカ照射位置の関係
　 本器はサークルタイプのレーザマーカです。レーザマーカは測定距離

3500mmの位置で測定領域とほぼ一致します。

測定距離 200mm 600mm 2000mm 3500mm

測定領域 φ25 φ37 φ60 φ100

測定領域と 
レーザマーカ

測定領域
レーザマーカ

測定領域とレーザ
マーカのズレ
（中心の位置）

約22mm 
下を示す

約18mm 
下を示す

約10mm 
下を示す ほぼ一致する

注意： レーザマーカは目安です。測定対象物が測定領域より大きいとき正し
く測定できます。詳しくはP.2「測定領域について」をご参照ください。

　　　 上図のように測定距離が近いほど、レーザマーカと測定領域のズレが
大きくなりますので注意してご使用ください。

バックライト機能
本器は暗い場所での測定に便利なバックライト機能付きです。
➀ 測定トリガーを引いた状態でLOCK▲キーを押してください。 マーク
が点灯して、電源ONのときにバックライトが点灯します。
➁ バックライトをOFFにするときは、再度➀の操作をおこなってください。
バックライトが消灯します。
※初期値：OFF（バックライト消灯）
※電池交換後は設定OFFに戻ります。

各種機能および設定

放射率設定、上限下限警報設定および各種表示を切り替えます。
電源ONの状態でMODEキーを押してください。下図のように設定（表示）
が切り替わります。

放射率表示 ：設定中の放射率を表示します。

MAX表示 ：測定中の最高値を表示します。

MIN表示 ：測定中の最低値を表示します。

dIF表示 ：測定中の最高値と最低値の差を表示します。

AVG表示 ：測定中の平均値を表示します。

HAL設定 ：上限警報値を表示および設定します。

LAL設定 ：下限警報値を表示および設定します。

※  MAX値、MIN値、dIF値、AVG値は測定トリガーを引いたとき、または
オート測定に移行したときにリセットされます。

※ 電池交換後、各種設定値（放射率、HAL、LAL）は初期値に戻ります。
※ 電源OFFのときにMODEキーを押すと、前回の測定値を表示します。電
池交換後、前回の測定値はリセットされます。

放射率設定

すべての物体からは表面温度に相当した赤外線が放射されていますが、同じ
温度でも物体の表面状態などによって放射される赤外線エネルギーが異なり
ます。物体の放射率を設定することで、より正しい測定が可能です。
EMISキーを押すと表示部（小）に設定されている放射率を表示します。

●設定方法
　➀  EMISキーを押してください。機能表示部に キャラクタが点灯し、

表示部（小）に放射率設定値を表示します。
　　初期値：0.95　　設定範囲：0.10～1.00
　➁  LOCK▲キーまたはLASER▼キーを押して、放射率設定値を変更して

ください。
　➂EMISキーまたはMODEキーを押してください。設定値を確定します。




